
　
「
高
齢
に
な
っ
て
、
お
金
の
管
理
に
自
信

が
な
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
契
約
の
こ

と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
離
れ
て
暮
ら
す

親
が
、
訪
問
販
売
で
高
額
な
買
い
物
を
し
て

い
る
」「
施
設
入
所
や
入
院
の
と
き
に
頼
れ

る
親
族
が
い
な
い
」「
親
の
年
金
を
き
ょ
う

だ
い
が
使
い
込
ん
で
い
る
」「
親
で
あ
る
自

分
が
病
気
に
な
っ
た
り
死
亡
し
た
り
し
た
と

き
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
こ
と
が
心
配
」

　

あ
な
た
ご
自
身
や
ご
家
族
に
つ
い
て
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
。
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分

で
な
い
方
は
、
前
述
の
よ
う
に
生
活
が
脅
か

さ
れ
、
時
に
は
、
虐
待
な
ど
の
権
利
侵
害
に

よ
り
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
手
助
け
と
な
る
の

が
「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度
で

と
く
し
ま
高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
福
祉
士　

西
條 

志
野 

さ
ん

は
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人

を
保
護
・
支
援
し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
に

は
、
す
で
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方

の
た
め
の
「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
判
断
能

力
が
低
下
す
る
前
に
備
え
と
し
て
自
分
で
準

備
し
て
お
く
「
任
意
後
見
制
度
」
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
た
め
に
は
、「
法
定

後
見
制
度
」
は
家
庭
裁
判
所
、「
任
意
後
見

制
度
」
は
公
証
役
場
で
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
を

行
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
援
助
者

は
、
本
人
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
状
況
に

配
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
、
本
人
ら
し
い
生
活
が
維
持
で
き

る
よ
う
権
利
擁
護
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
が
施
行
さ
れ
て
19
年
、
制

度
利
用
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０

１
８
年
度
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
徳
島
県

で
は
約
１
６
０
０
人
、
全
国
で
は
約
21
万
８

０
０
０
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
「
と
く
し
ま
高
齢
者
・

障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通

称
：
と
く
し
ま
絆
ネ
ッ
ト
）」
で
は
、
県

下
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
等
の
専
門
職
が
会
員
と
な
っ
て
、

無
料
相
談
会
の
開
催
や
個
別
相
談
へ
の
対

応
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
に
基
づ
く
市
町

村
行
政
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
権
利
擁

護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

寂
し
さ
や
孤
独
感
を
背
景
と
し
て
第
三

者
か
ら
経
済
的
虐
待
に
遭
っ
て
い
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
女
性
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
自
立
生
活
を
願
う
知
的
障
が
い
が
あ

る
男
性
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
祖
母
が

入
院
し
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
精
神
障
が

い
が
あ
る
女
性
な
ど
、
寄
せ
ら
れ
る
相
談

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
法
律
職
・
福
祉
職

の
連
携
に
よ
り
成
年
後
見
制
度
利
用
に
向

け
た
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
で

あ
る
専
門
職
が
成
年
後
見
人
等
と
し
て
受

任
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
も
、
親
族
が
成
年
後
見
人
等
に
選

任
さ
れ
る
割
合
は
年
々
減
少
し
、
第
三
者

（
親
族
以
外
の
専
門
職
や
法
人
等
）
が
約

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
際
、
大
変
な
状
況

を
前
に
「
も
っ
と
早
く
相
談
が
つ
な
が
っ

て
い
れ
ば
…
」
と
思
う
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
が
、
支
援
過
程
を
経
て
、
成
年
後
見

人
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
生
活
環
境
が
整

い
、
本
人
の
笑
顔
や
安
心
さ
れ
た
様
子
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

本
人
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
本
人
が
望
む
「
こ

れ
か
ら
」
に
心
を
寄
せ
て
、
本
人
の
生
活
と

人
生
を
支
え
る
権
利
擁
護
支
援
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
の
一
方
で
、
成
年
後
見
人
等
の
人
材
不
足

や
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
不
正
な
ど
の
課
題

も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
で
は
、
２

０
１
６
年
５
月
、「
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
①
利
用
者
が
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
で
き
る
制
度
・
運
用
へ
の
改
善
②

権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
③
後
見
人
の
不
正
防
止
の
徹
底
と
利

用
し
や
す
さ
の
調
和
を
施
策
目
標
と
し
て
、

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ

う
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
阿
南
市
で
は
県
下
で
い

ち
早
く
、
今
年
度
か
ら
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
利
用
促
進

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
尊
厳
が
守
ら
れ
、

今
日
を
生
き
る
喜
び
や
明
日
へ
の
希
望
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
「
権

利
擁
護
の
ま
ち
阿
南
市
」
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

本
人
ら
し
い
生
活
と
人
生
を
支
え
る「
成
年
後
見
制
度
」

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
�

問
い
合
わ
せ
は
　

　

人
権
・
男
女
参
画
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